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1 緒 言

Amoxycillinは1971年 英国 ピーチヤム社研究所で開

発され た半合成ペ ニシ リン剤 で,ア ンピシ リンのペ ンゼ

ン核のパラ位に水酸基 を導入 したもの であ り,一 般的性

状 はア ンピシ リンと類似 するが本剤 はことに吸収性にす

ぐれ,ア ンピシ リンと同量 の内服 によ り約2倍 の血中濃

度を得 る特長があ るとされている。

われわれ は今回Amoxycillinの 母児移行,連 続投与

時 の血中濃度お よび排泄,ま た臨床効果 を観察 したので

少数例 ながらここにその成績 を報告 する。

II 健 常人 における連続服用時の血

中濃度 および尿 中排泄について

健康成人女子4名 につ いて食事 の中間に毎6時 間 ごと

(1日4回)連 続3日 間に亘 りAmoxycillin 250mg(1

カプセル)を 経 口投与 した。そ して第1日 目は第1回 服

用後1,2,4,6時 間 目,第2日 は第1回 服用後4～5時

間,第3日 は同 じく5～6時 間後に採血 し,血 中濃度の

推移を検討 した。検定菌はB.subtilis ATCC 6633を 用

い,Disc法 によつた。

その結果,血 中濃度の推 移はTable 1の ようで,第1

田の成績 からみ ると1回 内服時 の血中濃度の ピー クは本

実験では1な い し2時 間にみ られ,な お第2,第3日 圏

の成績 を併せ考察す ると,本 剤連続投与に よる蓄積はみ

とめ られない と考 えられ る。

なお,こ れ ら4例 の6時 間の尿中排泄は49.7%～59.8

%で あつた。

III 母児移行について

妊娠2～3ヵ 月で,優 生保護法第14条4項 経済的理 由

に よ り人工妊娠中絶術 を施行す る症例に本剤250mgを

投与 し,数 時間後 に人工妊娠中絶術を行ない,子 宮内容

物 お よび母体血中 の本剤 の濃度を測定 した。その成績は

Table 2に 示す ようで母血清中濃度は時間 と共に減少傾

向を示す。 胎児側成分中 の濃度 との比率(%),す なわ

ち母児移行 率は投与後1時 間30分 ない し3時 間30分 では

22.7～45.0%の 値 を示 した。

また合併症のない妊娠末期 の妊婦に本剤250mgを1

回投与 し,分 娩時母体血清中お よび膀帯血中濃度を測定

した結果はTable 3の よ うで投与後2～3時 間程 度の

範囲での母児移行 率は33.3～56.4%で あつた。

IV 臨床効 果について

当教室外来を訪れた尿路感染 症10例,軟 組 織 感 染 症

(頸管膣炎,バ ル トリン氏腺 炎)4例 の計14例 につい て

本剤250mgカ プセルを1日4回 (1日 量計1g)連 続7

日間投与 して細菌学的にその推移を検討 した。

尿路 感染症 につい てはTable 4に,性 器軟組織感染症

につい てはTable 5に そ の結 果 を 示 している。 前者 に

Table 1 Drug concentration in serum 
(mcg/ml)

Table 2 Drug concentration in maternal 
serum and fetal tissue (mcg/ml)

Table 3 Drug concentration in maternal 
serum and cord blood. (mcg/ml)
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つ い て は起 炎 菌 はE.coli 8例,P.mirabilis 1例,

Corynebact.お よびKlebsiella 1例 でいずれ もABPC

に感受性を認めた。 この10例 の うちCorynebact.お よ

びKlebsiellaを みた1例 は無効であつたが他の全例 に細

菌学的お よび臨床症状上 の治療効果が認め られた。 また

性 器軟組織 感染症 につ いては起 炎 菌 はCorynebact.2

例,Staphylococous 2例 で,い ずれ もABPCに 感受性

を認 めた。 この うちバ ル トリン氏腺炎の1例 には無効で

あつたが他 の3例 には有効 で,両 者を合計す ると14例 中

有 効例 は12例 であつた。なお全例において認むべ き副作

用を招来 しなかつた。

V 総括な らびに総論

Amoxycillinは その特徴の1つ として ア ン ピ シリン

よ り高 い血中濃度を得 るとされてい るが,わ れわれの小

実験 で250mg 1回 内服では ピー クは1な い し2時 間 で

あらわれ,血 中濃度は平均4.1mcg/mlで あ り,諸 家 の

報告に類似 し,そ の血 中濃 度はやは りアン ピシ リンよ り

高濃度にあ ると考え られた。

次に母児移行率 をみ ることは,妊 娠初期では胎児への

影響を知 る 目安 とな り,後 期 では胎内感染の予防ない し

治療 の 目安 となるな ど臨床的意義が少な くないが,わ れ

われ の小実験 で初期 の母児移行率は1時 間30分 ない し3

時間30分 程度 では約22～45%,ま た後期 のそれは2～3

時 間以内では33～50%で あ ることを知 つた。

次に臨床治療経験 ではABPC感 受性E.coli 8例,そ

の他2例 の膀胱炎10例 中9例 に,ま た,Staphylococcus,

Corynebact.な どに よる性器感染症4例 中3例 に有効 で

あつた。 また これ ら14例 中に何 ら認むべ き副作用を招来

しなか つた。以上 の知見か らみ て,Amoxycillinは 臨

床使用上好都合 な薬剤 と考え られる。

本稿 の要 旨は第21回 日本化学療法学会 に紙 上 発表 し

た。

稿 を終 るにのぞみ,須 川信教授の御校閲 に深謝いた し

ます。
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Table 4 Clinical results (Cystitis)

Table 5 Clinical results (Genital infection)
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The drug concentration in serum attained maximum in 1•`2 hours after the oral administration of 

250 mg amoxycillin. 

The highest concentration was about 4 mcg/ml. Urinary recovery within 6 hours was about 50%. The 

concentration ratio of the fetal tissue to the maternal blood was about 22•`45% in early period and 

about 37•`56% in late period of pregnancy. 

Clinical results for 14 cases of uro-genital infections were effective in 12 cases and not effective in 

2 cases. 

The organisms determined were E. coli (8 cases), Klebsiella (2 cases) and Staphylococcus (2 cases), which 

were all sensitive to ABPC. 

No remarkable side effects were observed in all cases. 

The clinical efficacy of amoxycillin was confirmed from above mentioned results.


